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研究成果の概要（和文）：思春期から青年期は精神疾患の好発年代であるが､わが国の教育ｼｽﾃﾑではこの年代は中学､高
校､大学と区分されており､その間で連携した精神疾患への予防対応は極めて不十分である｡本研究では中高大と一貫し
た精神保健教育の開発を最終目標に､中高から卒業後までの縦断研究の為の調査を実施した｡中高の年齢で睡眠習慣を含
む様々な生活習慣､抑うつ等の精神症状､希死念慮､いじめ被害等について毎年の調査を受けている卒業生(主に大学生)､
約450人(その約2割が双生児ﾍﾟｱ)を対象に現在の生活習慣､精神的健康等に関する調査を郵送法で実施､約150人から協力
が得られた｡現在､双生児ﾍﾟｱ比較を含めた縦断解析を進めている｡

研究成果の概要（英文）：Development of education program for the prevention of mental disorders in adolesc
ence is a critical issue, which has little been studied in Japan. The present study examined mental status
 and the related information including lifestyle and adjustment in university students who participated in
 the mental health/lifestyle examination yearly in their junior and senior high school ages. This aimed to
 help develop a mental health education program which is to be systematically given from junior high schoo
l through university. Approximately 450 adolescents who participated in the mental health/lifestyle examin
ation in their junior and or senior high school ages were invited to the study. Most of them were universi
ty (undergraduate) students and 20% of them were twin pairs, Approximately 150 agreed to participate in th
e present study and filled out the questionnaire. Longitudinal analysis of the data is on-going at present
.
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１．研究開始当初の背景 
思春期から青年期にかけては精神疾患の

好発年齢が始まり、罹患の増加する年代であ
る。近年の海外の疫学研究によれば成人の精
神疾患罹患者のうち半数は 14 歳までに、4分
の 3 は 24 歳までに発症することが示されて
おり、この年代における精神疾患発症予防は、
一次予防、二次予防を含めて極めて大きな課
題である。これらの予防を実現する上で一つ
の鍵は、この年代の子どもが精神疾患とその
予防・治療についての知識をきちんと持って
いることである。また子ども達の保護者、子
ども達の生活の中心となっている学校教員
が、正しい知識をもっていることも必要であ
る。海外では、このような精神疾患リテラシ
ー向上並びに予防のための教育プログラム
が盛んに行われているが、わが国ではこれが
極めて不十分な状態である。例えば我が国の
保健の教科書をみると、1970 年代以降、精神
疾患についての記載は皆無であり、また予防
や早期発見の観点で精神疾患が教科書や学
校の正式カリキュラムに採用されたことは
ない。我が国でも海外と同様、精神疾患の予
防に関する知識を、疾患の好発年齢にあたる
子ども達に提供するためのプログラムを開
発し普及させることは、重要な課題である 
この課題を考え、実現する上で、一つ重要

な問題は、わが国の教育システムの問題であ
る。我が国ではこの年代、すなわち思春期か
ら青年期にかけては、小学校、中学校、高校、
大学と４つの別々のレベルに区分されてい
るが、精神疾患への対応に関する各レベル間
の連絡は、全校レベルの対応は勿論、各事例
の対応でもシステムが未整備であり、整備に
必要な研究データも不足している。また筆者
の経験ではあるが、実際に大学で精神疾患に
罹患した学生の診察を行ってみると、その発
症と悪化が、実は高校以前で、一時的に状態
が改善してその後の治療や再発予防策がと
られることなく放置されていた例が少なく
ない。発症が浪人を含む受験勉強の厳しい時
期の生活習慣や負荷に関連していることも
多い。しかしそれを予防する知識、あるいは
大学入学以前の情報がきちんと大学の支援
部門に伝えられて、再発をきちんと防ぐ対策
がとられることもほとんどない。このような
状況を考えると、高校以前から大学までの一
貫した精神保健対策を実施することが、思春
期・青年期の精神的健康を向上するうえで極
めて重要な課題であると考えられる。 

 
２．研究の目的 
 本研究は高校以前から大学までの一貫

した精神保健対策を実施するための第一歩
として、１）中高生の時期の生活習慣や健康
状態などが高校卒業後（大学等進学後）の生
活と健康状態、特に精神的健康の状態にどの
ように関連しているかを明らかにすること
をまず第一の目的とする。２）さらに、その
結果をもとに中高大と一貫した精神保健教

育プログラムの概要を作成することを目的
に実施した。 
 
３．研究の方法 
2009 年より研究代表者が精神保健調査を

実施している中高一貫校の卒業生を対象に、
卒業後の生活状況と適応、健康状態について
中高でのデータと合わせた縦断解析を行う
ための質問紙調査を実施した。具体的には、
まず中高生の時点で、睡眠習慣を含む様々な
段階で、睡眠時間、就寝時刻などの睡眠習慣、
部活動、携帯電話の使用などの生活習慣に関
する質問、抑うつ症状や精神病様体験などの
精神的健康度に関する質問、自傷や希死念慮、
いじめとその被害等に関する質問、また援助
希求行動の有無についの質問を含む年1回（6
月に実施）の質問紙調査に参加したことのあ
る同校の卒業生（主に大学生）450 人余りを
対象に、現在の生活習慣、学校への適応や満
足、精神的健康状態等に関する調査を、質問
を送付して回答を求めた。その結果、約 150
人から同意と回答が得られたた。これらの卒
業生について、現在中高時代の回答と結合し
た縦断的解析を進めている。 
なお質問紙調査は中高の時点でも本研究

でも匿名で行っているが、次のような方法で
各個人のデータを連結した。すなわち中高時
代を含めいずれの調査票においても、個人名
は記入させず、研究者側には個人名との連結
ができない学籍番号を記入してもらってい
る。この学籍番号を匿名 ID として連結を行
った。また解析にあたっては 
なお協力いただいた学校（中高一貫校）で

は毎年 10 組ほどの双生児ペアを入学させて
いる。すなわち本研究の対象者の約 2割が双
生児ペア（うち約 7割が一卵性双生児ペア）
である。これらの双生児ペア、特に一卵性双
生児ペアについては、別途ペア間の比較解析
を実施する。 
 

４．研究成果 
 質問紙データの収集、データの入力、およ
び高校以前のデータと卒業後のデータとの
連結を完了した。統計解析については、今回
実施した卒業生への質問紙に関する横断解
析をまず行い、さらに中高での調査とを合わ
せた縦断解析を現在進めている。 
中高時代の生活習慣については睡眠習慣、

携帯電話使用、運動習慣、部活動参加などに
ついて、卒業後の精神的健康状態との関係に
特に注目して解析を行っている。いじめの加
害、被害の影響についても解析予定である。
また、それらの生活習慣や、抑うつ症状、精
神病様体験などの精神状態・症状の、中学高
校から卒業後までの trajectory についても
解析を行う。 
 これらの解析結果を、主に中高生を対象と
した精神保健教育プログラムに組み込んで
いく。ちなみにその元となる中高生向けの精
神保健プログラムの開発は、本研究期間中に 



大きく進めることができている。中学向けの
プログラムは 2012 年度に、学校教員が実施
できる形のものを初めて開発し実施した。こ
のプログラムは、50 分の授業 2 回からなり、
ビデオを使った精神疾患に関する知識の提
供、スライドその他を用いた治療に関する知
識の提供、さらに精神的不調時の援助希求の
促進とそのために重要な条件となる stigma
の軽減を目的としたグループ討論等から構
成されている。この 2012 年度の試行をもと
に、2013 年度はその改良版を中学でさらに試
行するとともに、高校生用を作成し試行した。
高校生用では stigma 軽減のためにビデオの
使用などを試みた。現在はさらにこれらを改
良するためのアニメの作成などを進めてい
る。これらの授業では、授業実施前に比べて、
授業直後、その3か月後のいずれにおいても、
精神疾患についての知識、その治療に関する
知識の有意な改善が見られている。援助希求
行動については、その必要性の理解は進んだ
が、実際に援助を求めることについては「恥
ずかしさ」等 stigma と関わる問題からの躊
躇が授業後にも以前としてみられた。 
 今後これらのプログラム、また保護者や教
員向けのプログラム（開発中）に、高校卒業
後のデータ解析から得られる知見を組み込
んでいくが、その際の目標は１）中学・高校
卒業後も必要な知識が定着し、卒業後（大学
入学後等）にも活かされるものとすること、
２）高校卒業後の精神的健康や援助希求行動
に関連する要因を理解されることで、中高は
勿論、高校卒業後の一次予防・二次予防に役
立つようにすること、３）stigma 軽減に役立
つプログラムとすることである。 
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